
令和５年度 中小学校「いじめ対策アクションプラン」（えのきプラン）
小山市立中小学校

【テーマ】 えがおで・のびのびと・きらきら輝く

中 小 の 子 ど も ※えのきは中小のシンボルの木
おやまっ子いじめゼロ宣言

１相手のことを考え、困っていたり悩ん
でいたりする人を見過ごしません。 【教師のアクション】 【児童のアクション】
２元気のない友達に声をかけ、進んで助

ける優しさと、一歩踏み出す勇気をも ○一人一人の子どもが大切にされる、いじめのない楽しい学校づくりに努める いじめはゼッタイゆるしません！
ちます。 ①児童一人一人のよさを大切にする学級経営に努める。
３一人一人のよい所をたくさん見つけ、 ②いきいきとわかる授業の実践に努める。 児童会で 学級で 一人一人で
誰もが仲間であるという気持ちを大切 ③道徳教育を充実させ、「人を思いやる温かな心」を育てる。
にします。 ④異年齢集団による活動を取り入れ、より良い人間関係づくりに努める。

４「おはよう、ごめんね、ありがとう」 ⑤いじめや差別は許されないことを、常時指導する。 「いじめゼロ」をめざし、行動する。
心を込めて伝えます。 ⑥日頃から児童との信頼関係づくりに努める。

５お互いに助け合い、はげまし合い、み ○いじめの未然防止、早期発見・早期対応に努める ・児童集会で「いじめゼロ」を呼び
んなが笑顔で過ごせる学校にします。 ①学校生活の中で児童の変化を見逃さないように、あいさつや声かけを かける。

積極的に行うなど、児童とのふれあいに努める。 ・あいさつ運動を続ける。
②教育相談、学校生活アンケート、ＱＵ検査の活用と充実を図る。 ・学級でいじめ問題について話し合

中小いじめゼロ宣言 ③相談ポストを活用し、いつでも悩みが相談できるようにする。 う。
○あいさつは、心をこめて伝えます ④｢報告」｢連絡」｢相談」「事後報告」を十分に機能させる。 ・一人一人がいじめをしない、許さ
○仲間と協力し、助け合いながら、絆を ⑤教職員の研修の充実を図る。(教職員の意識の高揚と資質の向上）。 ない、見逃さないようにしていく。
深めます ○いじめ発生時の対応と留意点 ・自分の行動目標をたてる。
○困っている人や悩んでいる人がいたら、 ①校内いじめ対策委員会を中心に組織で対応する。 ・ふわふわ言葉やちくちく言葉など
進んで声をかけます ②被害者、加害者（本人・家族）の双方に配慮した対応を行う。 言葉遣いを意識する。
○いけないことをしている人に、注意す ③繰り返し指導し、再発防止に努める。 ・困っている人や一人でいる人に進
る勇気をもちます んで声をかける。
○ケンカやいじめをしないで、みんなで 美田中学区スローガン
仲良く遊びます 勇気を持って手を取りあい

笑顔の花を咲かせます

【保護者・地域との連携】

○開かれた明るい学校づくり
１ 保護者・地域との連携を密にし，円滑なコミュニケーションを図る。 ２ 地域との積極的な交流の中から情報を得る
①学校だより、学年だより等での情報提供、協力依頼をお願いする。 ①ＰＴＡ本部役員、学年理事、学校運営協議員、校医さんからの情報
②出欠、早退、遅刻その他こまめに連絡を取り合う中から変化を見 ②近隣小・中学校、子供会育成会、公民館、美田地区安全協議会等
つけ、必要に応じて教育相談を随時実施する。 との連携

③保護者会、ＰＴＡ活動を通して理解・協力を呼びかける。 ③民生委員、青少年育成指導員、中駐在所との連携


